
   

. 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：7月 14日（金）、29日（土） 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                   (和田記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 6月、7月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：7月 1日（土）、 9日（日）、10日（月）、18日（火） 

        8月 5日（土）、13日（日）、14日（月）、21日（月） 

作業時間：7月は 10:00～15:00、8月は夏時間の 9：00～12：00                 （福田記) 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

「フォレスト 21さがみの森」は毎月第 2土曜日と第 4 日曜日に定例活動をしています。 

7月は、8日（土）、23日（日）の予定です。 

 
 

目 次 
 
 

 1P 活動予定 

 3P 活動報告 

17P  リレーエッセイ 

18P 月刊ブックレビュー 

19Ｐ 森のエピソード 

20P 掲示板 

20P 編集後記 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

アジサイ＠名瀬の里山   （撮影：福田 渉） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 

活動予定 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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集合は、8：30で橋本駅(JR横浜線・京王線)南口マクドナルド前です。ここからレンタカーに乗り合わせて 

(レンタカー代 300円負担）約 30分、相模原市緑区三ヶ木近くの仙洞寺山国有林で森林整備をしています。 

持ち物は、弁当、飲み物などです。なお、ヘルメットや道具等は現地の倉庫にあり借りられます。 

天候等による中止は、降水確率が終日高い、または台風・雪など活動中や現場までの道のりに危険が予想される

場合です。その際は、前日 18：00までに「調整さん」に中止の旨が書き込まれます。 

 

※※※さがみの森の活動に初めて参加される方※※※ 

①下記の専用フォームに入力してください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform 

その際、｢フォレスト 21 さがみの森｣を知ったきっかけについて、｢NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会

の紹介｣と入力してください。 

②または、｢フォレスト 21さがみの森｣担当の樋口満里さんにメールしてください。 

E-mail：sagami@moridukuri.jp  

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-25-14 

第一ライトビル 405号室  TEL：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536 

 

※※※2回目以降※※※ 

登録すれば個人宛に案内が届くようになるので「調整さん」に入力してください。         (久保記) 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「夏休みのお知らせ」と「9 月～12 月の予定」 

＜夏休みのお知らせ＞ 

7 月と 8 月は、真夏日や猛暑日の中での散策となり、熱中症等のリスクが高く危険なため、休会（夏休み）とい

たします。 

9月から再開いたします。 

＜9月～12月の予定＞ 

9月～12月の予定（概要）をお知らせいたします。 

尚、予定は、変更になる場合がありますので、ご了承ください。 

詳細が決まりましたら、全国森林インストラクター神奈川会ホームページ、会報「森人だより」に案内を掲載い

たします。 

9月 皇居東御苑・北の丸公園の散策 

10月 大雄山最乗寺とその周辺の散策 

11月 鎌倉（二階堂付近）の散策 

12月 港北ニュータウン（市営地下鉄 都筑ふれあいの丘駅～センター南駅～センター北駅周辺）の散策 

（大橋記） 

 

★■四季の森公園 

 7月は、8日実施(予定)の「特定植物観察会～ヤマユリ（手話通訳付き）」以外活動予定はありません。 

(日比野記) 

■室内勉強会（Zoomオンラインで実施） 

７月の室内勉強会は R3の高田裕司さんが講師です。高田さんは JFIKでの活動に加えて、森林セラピスト、ネイ

チャーゲームリーダー、NEALリーダーとしても活動されています。高田さんのお話を通して森林浴の理解を深め、

森林インストラクターとして知識の引出しの数を増やしましょう。JFIKの活動から色々学ばれている新会員の方々

は勿論、多数の方々にご参加頂ければ幸いです。 

  

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform
mailto:sagami@moridukuri.jp
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日 時：7月 14日(金)  19:30～21:00 

テーマ：五感で楽しむ森林浴 〜効果と季節に応じた楽しみ方〜 

講 師：高田裕司（R3） 

概 要：森林浴には、自律神経を整える、ストレスを軽減、免疫力アップなど人間にとってさまざまなプラス 

の効果があります。実験によって確かめられたそれらの効果をまず紹介します。 

  次に、何がその効果をもたらしているのかを解説します。我々ホモ・サピエンスはこれまで自然の中で

暮らしてきました。だから効果があるのだという説他をお伝えします。 

そして、森林浴効果をより効果的に享受する楽しみ方をお伝えします。具体的には、五感を用いた森林

浴にはどのようなものがあるのか。季節に応じた楽しみ方にはどのようなものがあるのかを豊富な講師

の実体験をもとに紹介します。                            （講師記) 

 

日が近づいてきましたら、Zoom ミーティングに入るための URLと参加要領をメールでお送りしますので、お使

いの PCやスマホから、URLをクリックしてご参加ください。皆さんのご参加をお待ちしています。  

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com        📱：090-3532-0479 

              佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com 📱：080-1081-1034    （嶺記) 

 

■山こい倶楽部 

8月 11日（金）に乾徳山に行く予定です。詳細は、JFIK MLでお知らせします。  (山こい事務局 松井公治) 

 

■森こい倶楽部 

8月の森こい倶楽部は、お休みです。9月以降の予定は、以下のとおりです。 

9月 3日（日） 大山街道二子～溝口、宿場の名木古木と史跡（川崎市高津区） 

10月 1日（日） 淡水魚の里・水郷田名、相模川段丘の自然と史跡（相模原市中央区） 

11月 5日（日） 化粧坂から常盤山緑地・常盤邸跡、大仏切通（鎌倉市）        （事務局代表 久野) 

 

■鳥こい倶楽部 

鳥こい倶楽部の 2023シーズンは、7月で終了しました。2024シリーズは、2023年 12月から始める予定です。 

(中澤(均)記) 

 

■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：6月 3日（土）11:00～15:00 雨のため時間を遅らせて開始した。 

参加者：合計 17名（JFIK：5 名 地元・地域ボランティア：5名 横浜メダカの会：7名) 

作業内容:●アジサイ園除草 ●台風 2 号後の緑地点検 ●横浜メダカの会：メダカ池の生物調査 

活動報告 

mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:sato.forest2807@gmail.com
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作業 2回目 

日 時：6月 11（日）10:00～15:00雨のため中止 

     

作業 3回目  

日 時：6月 12日（月）10:00～15:00 雨が降っていたが実施した。 

参加者：合計 12名（JFIK：7 名 地元・地域ボランティア：5名） 

作業内容：●アジサイ園除草 ●活動用駐車場の除草 ●久右衛門邸外回り除草 

作業 4回目 

日 時：6月 19 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 17名（JFIK：8 名 地元・地域ボランティア：9名） 

作業内容：●アジサイ園除草 ●納屋カフェ裏・外回りの除草 ●スモモ収穫・クリ倒木処理        （福田記） 

  

 緑地点検で倒れた木を整備 集合写真 

 スモモ収穫   

 アジサイ園除草  納屋カフェ裏の除草 

納屋カフェ裏の除草 
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■神奈川の身近な自然を訪ねて ～鎌倉・滑川下流域の自然と歴史を訪ねる～ 

日 時：6 月 14 日（水）、 17 日（土） 10：00～14：30 

参加者：58名（14 日：32 名、17 日：26 名） 

スタッフ：花田、佐藤(淳）、田川、広川、吉原、久野、鈴置、大橋（8名） 

コース：JR鎌倉駅→大巧寺→本覚寺→妙本寺→鎌倉婦人子供会館（昼食）→常栄寺（ぼたもち寺）→八雲神社 

→安養院→由比若宮→浜の大鳥居跡→一の鳥居→和田塚→鎌倉彫工芸館→六地蔵→裁許橋/御成小学校 

→御成交番付近（解散） 

 

今回は鎌倉の市街地が広がる滑川低地の鎌倉駅より南側（海側）地域を、寺社や史跡の見学、植物の観察、ま

た、砂丘の確認等を行いながら散策をしました。 

JR 鎌倉駅に集合し、季節ごとに様々な植物の花を鑑賞することができる大巧寺に向かいました。大巧寺では、

キンシバイやビヨウヤナギ、ボタンクサギ、アガパンサス、八重のドクダミ、オクナ、様々なアジサイ等を観る

ことができました。 

小町大路を歩き、本覚寺へ。日蓮が流罪の地・佐渡から鎌倉に戻った際、40日間ほど滞在されたと言われてい

る夷堂などが建立されている本覚寺では、大きなセンダンやサルスベリを観ることができました。 

 夷堂橋で滑川を渡り、比企一族ゆかりの寺である妙本寺を訪ねました。 

 滑川は、集水域が鎌倉市内に収まる市内最大の河川です。源流域は朝夷名や二階堂地域で、筋替橋付近からは、

低地のもっとも東側（山地との境界付近）を流れ、由比ヶ浜で相模湾に流入しています。 

かつての滑川は、沿岸部に広がる砂丘により、しばしば河口が閉塞され、砂丘の内陸側にたびたび洪水を起こ

すような河川だったようです。低地で生活していた人々は、度々の洪水への対応で大変だったのではないでしょ

うか。 

滑川は地域によって名称が変わる川としても知られています。上流から太刀洗川→胡桃川→滑川→座禅川→夷

堂川→炭売（墨売）川→閻魔川（河口域）と変わり、各地域の歴史と関わりのある名が付けられているようです。 

妙本寺は、鎌倉時代の比企一族の屋敷跡に、1260年に創建された

日蓮宗の寺で、広い境内には、比企一族の墓をはじめ、総門、方丈

門、二天門、鐘楼堂、祖師堂、本堂、蛇苦止堂等が建立されていま

す。二天門の近くの大きなノウゼンカズラをはじめ、ヤブニッケイ、

カイドウ、イヌマキ、シキミ、リョウメンシダなどのシダ等を観る

ことができました。 

鎌倉婦人子供会館で昼食の後、ぼたもち寺として知られる常栄寺、

京都祗園社の祭神を勧請したのが起源といわれる八雲神社を経て、

本堂裏手に、北条政子の墓といわれる石塔が建立される安養院、源

頼朝が現在の鶴岡八幡宮に社殿を移してから元八幡と呼ばれるよう

になった由比若宮、浜の大鳥居跡、砂丘の尾根部に建立されている一の鳥居、和田合戦での死者を埋葬した塚と

伝わる和田塚、鎌倉彫工芸館、六地蔵などを訪ね JR鎌倉駅近くで解散としました。 

安養院では、大きなラカンマキの古木を観ることができました。 

元八幡は、相模守であった源頼義が奥羽（東北）での戦（前九年の役）に勝利し京に帰る途中、1063年（康平

6）に鎌倉に立ち寄り、この地に源氏の守り神である石清水八幡宮の祭神を移し祀ったことが始まりと伝わってい

ます。境内では、大きなエノキやイチョウなどの樹木を観ることができました。 

鎌倉幕府による都市計画の中核をなす「六大路」の一つである車大路を歩き、浜の大鳥居跡に向かいました。 

妙本寺・蛇苦止堂 
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浜の大鳥居跡は、現在の一の鳥居から 180mほど北（内陸）に位置

しています。源頼朝が建立した一の鳥居と思われる直径約 1.6mの木

造の柱が平成 2年の調査で発掘されました。 

砂丘の尾根部に建立されている一の鳥居を訪ねました。三の鳥居

から海に向かって徐々に標高を減じてきた若宮大路は、一の鳥居付

近で、急に標高が高くなっており、一の鳥居が砂丘の尾根部に建立

されていることが分かります。また、一の鳥居付近では、大きなエ

ノキやタブノキ等の樹木を観ることができました。 

和田塚は、和田合戦の戦死者を埋葬した塚と伝わっています。和

田塚付近は、和田合戦の主戦場だったようです。塚は、砂で造られ

ており、一の鳥居と同じく砂丘の尾根部に建立されています。一の鳥居や和田塚が位置する由比ヶ浜一帯は砂丘

地帯で、現在は、住宅地となっていますが、かつては、向原古墳群と呼ばれる古墳時代の古墳群が広がっていた

そうです。 

砂丘地帯ですが、鎌倉幕府の時代、庶民の墓地、職人の住居や作業場、倉庫、荷揚場、刑場等に利用されてい

たそうです。 

和田塚を見学の後、鎌倉彫工芸館に立ち寄り、刑場で処刑された人々の霊を慰めるために建立されたと伝わる

六地蔵を経て、解散場所に向かいました。 

6 月の梅雨の季節と言うことで、雨を心配しながらの散策になりましたが、お陰様で、二日間とも雨に降られ

ることなく、滑川低地沿岸地域の自然と歴史を尋ねる裏道散策を終えることができました。    （大橋記） 

 

■四季の森公園「特定植物観察会～コケの仲間」 

日 時：6月 17日（土）13：00～14：45 快晴 

場 所：県立四季の森公園 北口広場〜しょうぶ園周辺 

参加者：一般 13名（うち JFIK 会員 2名）、公園職員 2名 

スタッフ：金子、上野、高田(裕) 

 

快晴、気温は 30度と高いのですが、涼しく感じる風があり、過ごしやすい日でした。 

まずは、ビジターセンター前でリーダーが、配布資料に基づき、日本語の「コケ」の語源は、「木毛」「小毛」

で、木の幹や枝、地表や岩の上などに生える小さな生き物の総称であることを紹介。そして、コケ植物とは蘚苔

類のことであり、蘚類、苔類、ツノゴケ類があること。コケという名前であっても蘚苔類ではないものがあるこ

と。コケ植物の特徴（花が咲かない、配偶体と胞子体がある、

根も維管束もない、変水性がある）とコケ植物の戦略他を順に

説明しました。 

次に、ルーペを持参されていない方に 7 倍程度のルーペを配

布し、目にルーペを固定するという使い方の説明をしました。 

そして、班に分かれることなく、全員で観察を開始。 

北口広場内にあるナミガタタチゴケからスタート。コケをつ

まみ→それを各自のルーペで眺めてみる→元あった場所にコケ

を戻す、というコケ観察の基本通りに実施しました。次に、近

くにあるチヂミバコブゴケです。朔の付け根にコブがあるとい

う特徴を、みんなでルーペを使って順番に観察しました。 

一の鳥居付近 

 

岩上にコケの森を見る 
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蛍川橋を渡り、里山花壇のあるエリアに到着。ここでは岩上

に様々な種類のコケが見られます。コケの名前を書いた札を該

当のコケの横に置き、ルーペを使って観察開始です。みなさん

岩にへばり付くような感じになっています。トヤマ（アソ）シ

ノブゴケ、ヒロハツヤゴケ、コツボゴケ、ヒメトサカゴケ、フ

ルノコゴケ、ヤマトコミミゴケ、コハネゴケ、ナガバチヂレゴ

ケ、ホウオウゴケの仲間を観察できました。そのまま進んで、

名前にコケはついていますが、地衣類のキゴケを皆で確認。そ

して、岩上にあるチジミバコブゴケ、チャボヒシャクゴケ、ホ

ソバオキナゴケ、ヒメトサカゴケ、ヒロハツヤゴケ、ケギボウ

シゴケ、ハマキゴケを観察しました。途中霧吹きで水をコケに

かけると、色が緑色に変化し、それまで糸のようだった葉が丸くなってくることなども観察しました。 

樹幹に生えるコケも観察しました。コナラの樹幹には、ヒロハツヤゴケ、コモチイトゴケ、サヤゴケが、ケヤ

キの樹幹には、チヂミカヤゴケ、タチヒダゴケ、フルノコゴケ、サヤゴケ、ヒロハツヤゴケ、コモチイトゴケ、

アオイトゴケ。ここでもアオイトゴケの一部に霧吹きで水をかけ、緑色に変化し、糸ではなく葉が膨らんでいる

ことを皆で確認しました。そして、地上にあるコツボゴケも皆で確認。この場所では直立性のものはなく匍匐性

のみとなっていました。 

しょうぶ園の中には、ジャゴケとケゼニゴケがありました。ジャゴケはヘビを連想させる特徴的な模様を確認

し、指でこすると一説には、マツタケのような香りと言われる匂いを確認しました。ケゼニゴケは、毛のような

ものを確認しました。 

最後に、図鑑の紹介とコケの観察には 10倍程度のルーペが必要という話をしました。「今日を機会にコケに興

味を持っていただければ、きっと人生が豊かになるのではないか」という話で終了しました。  （高田(裕)記) 

 

■四季の森公園「自然を訪ねて～シダの観察」 

日 時：6月 18日（日）13：00～15：00 曇時々晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池周辺、しょうぶ園周辺、紅葉の森ほか 

参加者：一般 15名（うち JFIK 会員１名）、公園職員 2名 

スタッフ：日比野、嶺、高田(裕) 

 

この時期には珍しく高温（30度）で、湿度も高い中での開催となりました。 

開始後すぐに、ビジターセンター前で、リーダーがシダに関する基礎的な内容を説明しました。 

種子植物、コケ植物、シダ植物の区分や維管束とはどういうものなのかについてまず説明。そして、維管束を

もつ植物のうち、種子植物以外をシダ植物と呼んでいること。シダ植物の分類について、小葉類と大葉類の区分

とその詳細について、順に説明しました。シダ植物についてはヨーロッパ全土で葯 150種類。日本全土で 700種

類以上。暖かくて湿った場所に多くが生息していることを紹介。また、配布資料に基づき、シダの観察ポイント

（全体を見る、葉の裏を見る、下部を見る）を解説しました。 

3つの班に分かれて観察開始です。 

まず向かったのは、ベニシダとイヌワラビが同時に観察できるポイントです。先ほど説明されたシダの観察ポ

イントに基づき、両者を見ていきました。ベニシダは長ハウス型、最下羽片下向き第一小羽片が小さい、手触り

は紙質、ソーラスには円腎形の包膜があり中心部が紅色。イヌワラビは、長ハウス形、先が急に細くなる、手触

ケヤキの樹幹にはどんなコケ？ 
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りは草質、葉軸・羽軸が紫色、ソーラスはハの字に並んでいる、やや二形で栄養葉と胞子葉があるなど。 

その後のシダの観察でも、同じように見ていくことを伝えました。 

次に、ビジターセンター裏の築山で、古くからある系統である小葉類のイワヒバとイヌカタヒバ、そして大葉

類のタチシノブを観察しました。歩きながらカツラの樹幹にあるノキシノブを確認し、はす池周辺へ。ゼンマイ、

先ほど見たイヌワラビ、スギナ、そしてきれいな薄緑色のミドリヒメワラビを全体、葉の裏、下部を見ながら観

察していきました。 

あし原湿原が始まるあたりで北西口方面へ登ります。ここは日の当たらないエリア。光要求度の高いイヌワラ

ビはほとんど見られなくなり、これまで見られなかった光要求度の少ないシダを見ることができます。多くのベ

ニシダと共に卵に似た姿をしているオオイタチシダとヤマイタチシダ。ベニシダにとてもよく似ているが、いち

ばん下の小さい羽片にギザギザがあり、葉身上部の羽片が急に小さくなるトウゴクシダ。先端の葉が長く伸びて

穂のようだからと名がついたホシダ。羽片の基部が出っぱっていて全体に毛が多いフモトシダ。湿り気の多い場

所に身近に見られやはり全体に毛が多いミゾシダ。そして黒い鱗片があり、ソーラスが上半分程度についている

オクマワラビ。よじれていない茶色い鱗片のあるイノデなどさまざまな種類を観察しました。 

 あし原湿原の入り口に戻り、二形のオオバノイノモトソウ。ゲジゲジに似ているというゲジゲジシダ、ナガバ

ヤブソテツをみんなで確認。しょうぶ園周辺でトクサとイワガネソウ。しょうぶ園では、小葉類のミズニラを皆

さんに触ってもらいました。 

 そして、紅葉の森に向かう道で、葉が厚くて光沢があるテリハヤブソテツを観察。休憩所周辺では、翼が特徴

のコウヤワラビ、表も裏も同じようなリョウメンシダ、二形で冬緑性のオオハナワラビを観察しました。 

 さらに歩いていくとシナサワグルミの樹幹にシノブとマメヅタを観察できました。周辺では葉が十文字のジュ

ウモンジシダを観察しました。 

 はす池周辺の岩場では、ノキシノブやゲジゲジシダの包膜のないことを確認。そしてオカトラノオが咲き乱れ

る斜面の下部の岩上に、やや二形のトラノオシダを発見。そして子供がこの蔓でカニを釣ったことに由来するシ

ダとは思えないカニクサも観察。その他五角形のナンゴクナライシダ、金属っぽいオニカナワラビを観察。その

後にはこれまで出てきたシダ類がいろいろと登場しているエリアがあり、そこで皆で名前を確認しました。 

 参加者との振り返りでは、「いろんな種類があることがわかり、区別のポイントやどうやればいいのかはなんと

なく分かった気がする」という声がありました。                    （高田(裕)記) 

 

  

      

オオバノイノモトソウやゲジゲジシダを観察 シナサワグルミの樹幹に着生したシダを観察 
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■室内勉強会「2023年度安全講習会」 

日 時：6月 9日(金)  19:30～21:00 

講 師：角田昌司（H20） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：内間、大橋、梶浦、加藤、加納、蔵田、佐野(仁)、鈴置、鈴木(敏)、瀬尾、高田(裕)、田中(真)、 

中澤(均)、久野、日比野、福田、松井、山崎、和田(昇)、嶺、佐藤(淳)  計21名 

 

第一部 安全委員会・アンケート結果の検討 

 〇新型コロナ対策の状況（変化、変更点）、今後の課題 

アンケートの報告につき各観察会・催しの安全担当者より説明。 

・全般的な状況報告としては、ソーシャルディスタンスの確保、マスクの着用、検温、消毒、飲食での注意

喚起をし、行事の縮小や中止もあった模様。 

・現状は少しずつではあるが以前のような状況に戻りつつある。 

・今後の課題としては、様子を見ながら平常の活動に戻していく、但し新型コロナは依然として潜伏してい

るので、注視を怠らず監視していく必要がある。施設や学校の方針に従う場合もある。 

 

 〇各イベントで生じた安全に関わる問題点や対策 

・危険な場所や活動での行動の注意喚起（斜面等での足場確保、作業での接近行動、使用道具の扱い、ケガ、

熱中症対策、休憩水分補給、天候異変（ゲリラ降雨）、行動ルートの検討、オオスズメバチとの遭遇等安

全第一を心がける） 

・登山届けにはアプリ「山と自然ネットワーク（コンパス）」を試用している。 

・下見等サブリーダーにも交通費等の補助があればよいが会の補助は受けられないか（自然を訪ねて）→具

体的な問題提起をして理事会に計ってはどうか。 

 

 〇安全委員会で検討したい課題 

・保険加入時の年齢確認については、CONE保険の必須条項なので、口頭で聞かなくても済むように募集時に

記入漏れの起きないように工夫すればよいのではないか。 

・環境教育では学校側がスタッフの傷害保険をかけているか一度確認の必要があるのではないか。 

・雨天予報時の中止判断の基準はどうだろうか、リバートレッキング時の瞬時の上流の天候状態を国交相の

川の防災情報アプリで対応すると良い。 

・遭難発生時の連絡先や対処方法、ヒヤリハットの事例等を共有したい。 

・CONE保険（下見も保険適用可）や不適用時の代替保険の検討も必要ではないか、 

東京会の情報も確認したい。 

問題点については、理事会に問題提起していただいて解決していきたい。 

 

第二部 テーマ：2023年度安全講習会 

〇安全委員会振り返り 

 ・大きなトラブル（自動車事故等）の場合の対処方法：事故の様子を時系列でメモを取っておいて欲しい。 
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  リーダーだけでなく、目撃した方等複数で記録を取ることが重要だ。完了するまで誠意を持って対応する

ことも忘れずに。 

 

〇保険のはなし2 

  ・CONE保険手続き等：2021年の安全講習会で講師梶浦(22年)により詳細に紹介されている。今回は、過去 

の事例をもとに実務的な手続きを説明した。 

    事故等の際は、JFIK安全管理責任者に報告するとともに、代理店有限会社オフィステラに事故報告用と 

参加者名簿（年齢必要）を速やかにFAXすることで手続きが開始される。同時に日本森林インストラクタ 

ー協会にも報告すること。 

   ・ジュニアフォレスター教室について、かながわトラストみどり財団が契約している保険の概要について 

説明があった。毎年、見積もり合わせで契約している。 

   ・各自治体、社会福祉協議会のボランティア保険について説明があった。申込要項の「グループが社会福 

祉協議会に登録されていることが必要」という点について、以前講師は各地区ごとに登録を行わないと 

いけないのかと思い書類や身分証等を準備して臨んだが、何の確認もされず、あっさり保険加入ができ 

たとのことだ。梶浦によるとまず確認されることはないと思うが、もし聞かれたら「都筑区で登録済み 

です」と答えればよいとのこと。軽便で安い保険なので、万が一のためにも保険加入してほしい。また、 

期間4月～3月の掛け捨て保険なので更新を忘れずにしてほしい。 

 

（報告者評） 

森林内においては、常にリスクがあることを意識しておくこと。インストラクターとしてしっかりとしたリス

クマネジメントができることは必須であることが強く印象付けられた。 

野外救急法等の実践講習会の機会があれば是非参加したい。                  （加藤記) 

 

■山こい倶楽部 第 93回 入笠山 

日 時：6月 12日（月）雨一時曇 

場 所：入笠山 

参加者：中澤（均）（リーダー）、久保（サブリーダー）、松井、篠田、辻、皆川、鈴木（敏）、＊中澤（美） 

（*一般参加）以上 8名 

コース：富士見駅（バス、ゴンドラ）～山頂駅～入笠す

ずらん山野草園～入笠湿原～入笠山登山口～入笠山～

お花畑～入笠湿原～山頂駅～富士見駅 

当初予定の 6月 11日が大雨のため、1日ずらして 12日

に延期実施となった。JR 富士見駅に集合、駅から無料

送迎バスにてゴンドラ山麓駅のある富士見パノラマリゾ

ートに移動。延期したこの日も雨雲低く、いつ雨が降っ

てもおかしくない空模様であったが、案の定、山頂駅は

雨の中、雨具を着けての行動開始となった。まずは、山 ドイツスズラン イチヨウラン 
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頂駅傍の入笠すずらん山野草公園の花々の観

察、ちょうど見ごろを迎えたドイツスズランの

お花畑が広がる。ドイツスズランは、入笠山の

代名詞であるニホンスズランに対し、ヨーロッ

パ原産であり、花茎が葉より上に出る特徴があ

り、約 20万本といわれる群生はなかなかの見応

えがある。この山野草園には、今や希少種とな

った、キバナアツモリソウ、釜無ホテイアツモリソウやイチヨウラン等が手厚く保護されて観賞でき、山野草に

疎い身にとっても個性的な花の姿に目を奪われるものであった。 

山野草園から僅かな距離を歩いて、入笠湿原に到着。高層

湿原としては、あの尾瀬ヶ原とは比べようない小規模の湿原

であり、水流は細い流れではあるが、ちゃんとイワナも生息

し、雪解けの時期には水芭蕉も流れの縁を彩る。湿原を横断

する木道の先には、ズミの白い花が満開、雨も小降りとなり、

目指す入笠山の穏やかな姿も眺められた。ニホンスズランが

100万本群生するのは湿原の東方（写真左手）の緩い斜面で

あるが、遠目には緑の草原で、帰路にて観賞することとする。

この時期は、ニホンスズランとともに群生するのが、黄色い

ウマノアシガタ、こちらはうっすらと黄色い絨毯として眺め

られた。湿原を抜け、登山口に至る山道の周囲にも、クリンソウの群落、ツマトリソウ、サンリンソウ等次々と

現れる山野草に、行程も遅れがちとなる。山頂駅から登山口までは、ただ歩くだけなら 20分もあれば辿り着く距

離であるが、山野草園観賞を含め、1 時間余りかけてしまった、というよりは、それだけじっくり山野草を観賞

したというのが正しい表現であろう。流石、山と森をこよなく愛する JFIKの面々ならではの山行である。山頂で

の昼食予定を登山口にて取ることになった。 

ここからが登山、といっても標高差 150ｍ、ゆっくり登っても 30分。つらい登りも短時間で終わり、到着する。

雨は、ほぼ上がった様な天気であったが、白いガスの中、何も眺められないだろうと誰もが予想していただろう

が、全くの予測が外れ、正に頂上に至った時から、ガスが切れ、眼前に八ヶ岳連峰、左回りに、遠目にも判る槍

の尖塔から大キレットを挟んで穂高の峰々、乗鞍岳、御嶽、中央アルプス、さらに間近く甲斐駒ヶ岳、鳳凰山等

の南アルプス、その左に富士山もと言えれば満点であったが富士山は見えなかったので、90点の眺望であろうか。

否、この時期の雲海に浮かぶ峰々の展望は 120点を挙げても良いであろう。頂上の滞在は、記念写真タイム、抜

群の構図の中で、当然の満面の笑顔で皆さん写真に納まった。山こい事務局の松井さん曰く「山こい倶楽部史に

残る集合写真じゃないかな」、ここではさらに空中遊泳写真撮影会となり、松井さんと篠田さんのコラボレーショ

ン。 

山頂を辞する頃にはガスに包まれるようになり、首切り登山口方面へ下山。入笠山登山口脇に広がるお花畑へ

キバナアツモリソウ 釜無ホテイアツモリソウ 

ズミ満開の入笠湿原（中央奥が入笠山） 
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の下山道は、ほぼ真っ白なガスの中、サルオガセがカ

ラマツに絡まる、一種幽玄な雰囲気を感じさせる道で

あった。 

入笠湿原に戻り、ウマノアシガタ、ニホンスズラン

を至近の距離で観賞し、今回の山行のフィナーレとな

った。入笠山は、元会社の天文マニアの同僚が、12年

前に登山口に建つ山荘（マナスル山荘天文館）の経営

権を譲り受けた縁で、通いだし、その過程で入笠湿原

の保全活動を行っている入笠ボランティア協会の会員

となり、幾度となく訪れている。山は四季折々に違っ

た姿を見せるが、天候により、はたまた、同行者によ

っても違う味わいを持たせてくれるものなのだろう。

それ故、山こい初参加としての今回の山行でも、一味

違った入笠山を味わえたと思っている。ほぼ雨の中の

登山となったが、まさに山頂に辿り着き、30分ほど滞

在したその間のみ、ガスが切れ雲海に浮かぶ八ヶ岳連

峰を始めとする文字通り 360度の展望を楽しめたのは

奇跡的であり、もしかすると山こいの皆さんの深い自

然愛に対し山がご褒美をくれたのかもしれないなどと

思ったりした。 

入笠山、今回もありがとう、また山こいの皆さんお

世話になりました。 

（写真：中澤（均）＆篠田、文：鈴木（敏）） 

 

 

 

 

■山こい倶楽部第九十四回「浅草岳」 

日 時：7月 2日（日） 

場 所：浅草岳 

集 合：前日（7/1）小田急本厚木駅・田園都市線鷺沼駅 8:00 

コースの概略： 

大雲沢ヒュッテ 7:00＝7:20 ネズモチ平駐車場 7:40－7:52 慰霊碑⑤－8:16 桜曽根広場⑩－⑩－9:50 嘉平与ボ

ッチ⑩－10:20 前岳直下⑩－10:55 浅草岳（昼食）11:25－前岳－12:07 嘉平与ボッチ⑩－⑮－13:25 桜曽根広場

⑩－14:05駐車場 14:20＝小出市で入浴（ゆーパーク薬師）＝20:00本厚木駅・鷺宮駅 

（行動 6時間 25分、歩行 4 時間 35分 9.6km） 

参加者：中澤(靖）(L)、中澤（均）（SL）、久保、辻、境、加納、田口、中澤（美）  （以上 8名） 

ツマトリソウ クリンソウ 

八ヶ岳を背に入笠山頂での集合写真 

北ア・槍穂高連峰 空中遊泳 

ウマノアシガタ ニホンスズラン 
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山行経過 

浅草岳は新潟県と福島県にまたがる 1,585.5ｍの山。豊か

な高山植物や動物の宝庫で、花の百名山の一つでもあり、中

でも日本の固有種「ヒメサユリ」が人気の山。今回はお隣の

守門岳と併せて 1泊 2日で 2 山を登る計画を立てた。しかし、

初日の 7月 1日は終日雨の予報だったので登山を諦めて移動

のみとし、7月 2日に浅草岳に焦点を絞って登った。 

7 月 2 日、前日の雨は上がり、朝靄の中からどんどん青空

が広がる。7:20 にネズモチ平駐車場に着くと、すでに 40 台

ばかりの車があったが、広い駐車場なので悠々と駐車でき

た。登山口の桜曽根広場（1,060m）までコンクリート道を

40分ほど歩くが、道には沢から漏れ

出た水がいたるところに流れていて、

それほど暑さは感じない。 

桜曽根から尾根に取付き、ブナの

森を登る。多少ぬかるみはあるが、

全体的には登りやすい道だ。時折涼

しい風も吹き、オオルリやウグイス、

エゾハルゼミの声を聞きながら、ぐん

ぐん高度を上げる。青空にはアキアカ

ネがたくさん飛んでいる。1,450mあ

たりで視界が開けて稜線に出る。目の前には嘉平与ボッチ（1,485m）、前岳（1,568m）のピークが連なる。嘉平与

ボッチの下りからお目

当てのヒメサユリがた

くさん現れる。花半分

蕾半分でまさに見頃

だ！前岳山頂前後の雪

渓が消えた跡には花茎

が赤褐色のミツバノバ

イカオウレン（別名コ

シジオウレン）がひそ

やかに咲いている。前岳のコルの雪渓を登ると浅草岳は近い。池塘の残る高層湿原にはポツポツとトキソウが見

られるが、まだ蕾が多い。浅草岳山頂（1,586m）付近はヒメサユリとタニウツギのピンクの競演だ。山頂からは

360度の展望で北西には守門岳、南には遠く燧ケ岳、南西には越後三山、そして眼下には田子倉湖が見渡せる。 

山頂で昼食後、来た道を、再度花々を確認しながら下山し、ほぼ予定通りネズモチ平駐車場に帰着した。 

感想 

守門岳に登れなかったのは残念だが、予想通りの好天のもと、浅草岳ではヒメサユリやミツバノバイカオウレ

ン、トキソウといった目的の花を最高の状態で見ることができて満足できる山行であったと思う。（中澤靖彦） 

緩やかに山頂へ向かう木道の両側にはヒメサユリがずっと並んでいる。夏空と白い雲、田子倉湖と越後三山、

今回断念した守門岳等 360度の展望が素晴らしい。たくさんのアキアカネが飛び交う中で、おいしい魚沼産コシ

ヒカリのおにぎりをいただいた。ブナの巨木もあり、初夏の越後の山が凝縮されていて、楽しめた。 (久保記) 

 

ヒメサユリ 

ミツバノバイカオウレン 
（コシジオウレン） 

浅草岳山頂 

トキソウ 

越後駒ヶ岳（右）と中ノ岳 
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■森こい倶楽部第 47回活動報告 

日 時：6月 4日（日）晴 

テーマ：中津往還花菖蒲の里・八菅山の樹林から鳶尾山を越えて（愛川町・厚木市） 

参加者：角田・山路・梶浦・戸田・引田・吉原・山本・辻・皆川・石川・金子・久野、会員外 6名、合計 18名 

コース概要：小田急本厚木駅→厚木バスセンター        →          →        局前（愛川町）→（中津往還）古民家熊坂山十邸→

明神社→龍福寺→近藤坂→（下谷の里道）しょうぶの里→中津川八菅橋→（八菅山いこいの森）海老名季貞の墓

→八菅神社入口→あおぞら館（昼食）→大沢橋→青年勤労の碑→まつかげ台分岐（厚木市）→鳶尾山→みはる野

大谷公園→桧谷里地→桧谷薬師堂→厚木市古民家岸邸→久保        →          →        本厚木駅前（解散） 

開催概要 

前日の台風崩れの豪雨も抜け、朝から上天気になり、参加予定者

全員が厚木駅に集合した。バスに約 30分乗車し愛川町で下車、

中津往還町並み・美林散策コースを進んだ。中津川河岸段丘上の、

養蚕で財を成した、明治時代の豪農熊坂家古民家山十邸（後に戦

前の思想家大川周明が居住）（国登録有形文化財）では、重厚な

大黒柱や分厚い梁に圧倒される。手入れされた庭先のザクロなど

の樹木やホタルブクロなどの草花、名桑「春日」の里帰りなども

愛でる。熊坂家所縁の明神社・龍福寺などの樹木・庭園を巡る。

テイカカズラが繁茂する河岸崖の中津層露頭を観察し、里地に下

り、下谷地区用水路沿いのハナショウブが咲く里地（かながわ街並み 100選）を散策する。田植えが終わったば

かりの水田を過ぎ、昨日迄の豪雨で、宮ヶ瀬ダムからの放水も続き、増水し急流となった中津川の八菅橋を渡る。

橋下のオートキャンプ場も半分浸水する増水であった。

橋を渡り、いよいよ八菅山いこいの森の登りに入る。日

本武尊・役小角（えんのおずぬ）・行基所縁の修験道の

霊場、八菅神社はスダジイなどの社叢林（愛川町ふるさ

との木）が美しく、神奈川県の天然記念物になっている

（かながわ景勝・美林・公園・探鳥 50選）。途中、神社

を庇護した海老名季貞の墓に参り、八菅山入口に到着。

今までは豪雨の爪痕もあまり見られず、順調に行程をこなしてきたが、参道入口で、これ

から上は危険であり入山禁止のロープが張られ、神社から上の見晴らし台の尾根ルートは

断念せざるをえなかった。安全第一の精神は、参加者に快諾いただき、時間も押しており、バイパスして、「あお

ぞら館」前の芝生広場で昼食を摂った。鳶尾山方面のルートも入

山規制があるかと覚悟したが、通行可で、倒木・土砂崩れもなさ

そうなので、前進することとした。大沢橋から、車も通れる緩い

上りを進み、まつかげ台分岐からは、尾根の快適な山道に入る。

植樹された桜の合間から、中津川、愛川町を見下ろし、厚木市に

入り、明るく開けた一等三角点鳶尾山（234ｍ）から雄大な眺望 

 

入山禁止の八菅山（神社）入口 

オオトラフコガネ 

オニシバリの果実 

チドメグサの花 



JFIK会報 2023年 7月号 

- 15 - 

を楽しんだ。頂上の広場で

は、タイミングよくチドメ

グサの開花を見ることが

出来た。細い尾根筋を下

り、途中、オニシバリ（ナ

ツボウズ）の真っ赤な果実

に遭遇しつつ、尾根筋を一

気に、みはる野団地に下り、桧谷の里地に入る。薬師堂のタブや

屋敷のイトヒバなどの厚木市保護指定木も鑑賞した。最後に、厚

木市指定文化財の明治時代の古民家岸邸を訪ねた。重厚な庭園と屋敷の随所に凝った丁寧に仕上げられた木彫意

匠や、色ガラスが入った和洋折衷の意匠が見られた。帰路は近傍の久保バス停から乗車し、本厚木駅前までもど

った。豪雨の翌日で、残念ながら八菅山の核心部の危険個所はバイパスしたが、初夏の里地里山の自然や、古民

家など変化あるコースを全員無事に踏破することができた。 

                                              (久野記) 

 

■鳥こい倶楽部 2023第 7回報告  

日 時:6 月 28 日(水) 当初の天気予報では曇り時々雨のはずが、

まさかの快晴 

場 所:富士山奥庭と御中道 

コース：富士山奥庭→五合目までバス移動→御中道で奥庭へ戻る 

参加者: 中澤(均,幹事)、角田、松井、山路、久野、山本、三樹、

*中澤（美） 以上 8名（*一般） 

 

本日は 2台の自家用車を出していただき、富士スバルラインの奥

庭駐車場に集合予定。 

梅雨の真っただ中、当初は中止もありか？と思うくらいの天気予報でしたが、中央道に向かう車窓からは富士

山が！富士山が見えると嬉しくなるザ・日本人。スバルラインでぐんぐん高度を上げると、見えてきたのは南ア

ルプスや八ヶ岳の山々。素晴らしい眺めをしばし楽しんだ後、奥庭駐

車場へ到着。 

ここから少し降りたところにある山荘「奥庭荘」には人工ながら水

場があり、ここが本当に素晴らしい。樹林帯と山荘エリアの境目、木

漏れ日が降り注ぐ中にある小さな水場が「森の小鳥のステージへよう

こそ♡」的なしつらえになっていて、私たち観客はこちらでじっと主

役の登場を待ちます。 

と、来た～！！ウソです。嘘じゃありません「ウソ」です。赤い首

輪が可愛い。何しろ数ｍ先ですから、スコープで見たら手を伸ばして 

 

集合写真 

ウソ 

八菅山、あおぞら館前広場 

岸邸の庭木 
（スダジイに着生したシノブ） 
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撫でられそうなそんな距離。パタパタと水浴びをする様子がなんとも可愛らしい。その後も入れ替わり立ち代わ

り登場してくれた鳥たちは… 

「メボソムシクイ」車中でも聞こえてきた「ジュリジュリ」の歌声の主はあなたでしたか。オリーブグリーンが

美しい。 

「ヒガラ」小さい～！モノトーンの色合いが実にシック。ピ

ョッと出た冠毛も可愛いぞ。 

「ルリビタキ」青が薄いのは幼鳥だからでしょうか。憧れの

鳥、来てくれてありがとう！ 

そして個人的に本日のスターは「キクイタダキ」！頭のオ

レンジ色がなんと素敵なのでしょうか。まさかこの目で見ら

れるとは。 

山こいメンバーのほかにも数人が見学されていましたが、

鳥が登場するたび、声に出さずとも静かな興奮と喜びが共有

されるのがツボでした。 

さてここにいてばかりもいられない、20 分ほどの周回コ

ースをぐるっと回ると、さすが 2,000ｍ級の高山帯。車中からも確認できたシロバナヘビイチゴのほか、コケモ

モ、ベニバナイチヤクソウ、フジハタザオ、マイヅルソウなどが咲きそろって目を楽しませてくれます。ちなみ

に本日は小中学生の遠足日和、にぎやかな一団がじゃんじゃん来ていましたが、水場にも花にも目もくれず、で

した（そりゃそうだ）。 

その後、路線バスに乗り富士山五合

目へ。山開き前でも土産物屋と観光客

（外国人の方多し）でにぎわう五合目

から、御中道へと進みます。この御中

道では、先ほどの花々に加えて、イタ

ドリ（赤い花をつけるものをメイゲツ

ソウと言うそう）、オンタデも咲いて

います。樹林帯はコメツガ、シラビソ、

ダケカンバ、カラマツなど。眼下には

河口湖、遠くは八ヶ岳や南アルプスも

見えます。しかし何といっても、遠く

から見るすっきりした風情とはまった

く違う、荒々しい表情の富士山を見上

げることができるのが魅力。冬の厳し

い自然も感じさせ、まさに「山は生きている」を実感します。 

1 時間半ほど御中道を歩いて奥庭駐車場へ戻り、本日の鳥こい終了。素晴らしいお天気に恵まれ、個人的に裏

テーマ「富士こい」も満喫した楽しい観察会となりました。                  （三樹記）  

キクイタダキ 

御中道 
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「里山を歩こう」 

 

                                      R４ 井上 章子 

 

 私は丹沢のふもとに位置する秦野市に住み、はだのネイチャーウォッチングクラブで活動している「里山を歩

こう（月例自然観察会）」に参加しています。今まで通り過ぎて気づかなかった植物や昆虫、野鳥にはそれぞれ名

前がありいろいろな生態があることを教えてもらいました。 

この観察会は秦野市東田原の里山を半日かけてゆっくり歩きながら自然観察を行います。8 月、12 月、1 月を

除いて毎月 1回行い、概ね 2㎞程度の同じコースを歩きますが、季節の移り変わりとともに、同じコースでも異

なる景色を楽しむことができます。 

春はヤマブキ、オヘビイチゴの黄色い花、クサイチゴ、シャガの白色の花、タチツボスミレ、ショカッサイの

紫色の花など色とりどりの自然を楽しめます。 

新緑の季節にはウツギ、ハコネウツギ、エゴノキ等が咲き乱れ、エゴノキのオトシブミを見ては小さいながら

も昆虫の巣作りにかける力強さを感じます。 

多様な植物が生育すると同時に蝶やテントウムシ等の昆虫も増え、宝探しをしてるかのように楽しむことがで

きます。 

左の写真は先月の観察会で見つけたミズイロオナガシジミです。可

愛いしっぽが特徴で飛ぶと水色っぽく見える素敵な蝶です。 

梅雨の時期はカタツムリを見つけては大きさや右巻きか左巻きかを

見分け観察します。 

秋は実りの季節、クサギ、カラスウリ、ノブドウ、ヌビトハギなど

木の実、草の実を見つけては種子がどのように旅立っていくのかを観

察します。 

冬は落葉樹の間を飛ぶジョウビタキ、ヤマガラ、アオジ等の野鳥の

観察や樹木の冬芽から名前を見分けたりします。源氏パイの形をした

クサギの冬芽とか・・ 

また地面に張り付いたロゼットからどの草花か観察し、春の訪れを

感じます。 

 このように１年通して東田原の里山の生態を観察することで、目で見て、花の香りを楽しみ、野鳥の鳴き声を

聞き、たまにはヒイラギナンテンの動くおしべやカテンソウのはじけ飛ぶ花粉で遊んだりして五感を働かせ、新

しい発見を探しながらゆったりと半日を過ごしています。 

はだのネイチャーウォッチングクラブの先輩方に教わりながら、たくさんの方が身近な生活の中でも季節の移

り変わりとともに自然を楽しむことができるよう活動していきたいと思っています。 

 

リレーエッセイ 
 

ミズイロオナガシジミ 
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＊書名：気候文明史 ―世界を変えた 8万年の攻防― 

＊著者：田家 康 （たんげ やすし） 

＊出版社：日本経済新聞出版社（日経ビジネス人文庫） 

＊発行日：2019年 3月 1日 

2019年 6月 18日（電子書籍データ作成日） 

＊価格：文庫版 990円  電子版 891円 

＊内容： 

■本書は、気候変動と人類の歴史の関係を、8万年前から現在にいた

るまでを時間軸に沿って紹介している。著者は言う。「難しい専門書、

学術書ではない。お読みになった方々が、世界史や日本史の書物を読

むとき、映画・テレビ等で歴史ドラマに触れるとき、あるいは国内、

海外の遺跡を訪れるとき、この時代の気候はこうであったかと思い出

していただければ望外の幸せである」また、「社会や歴史の移り変わりを考えるとき、釈然としない思いを抱くの

はわたしだけだろうか。なぜ民族が移動したのか、傑出した人物の個人的能力だけで大国は形成されたのか。ど

うしてある特定な時期に全世界で一斉に歴史の変化が起きているのか」 

■本書に取り上げられているテーマを少しだけ紹介。 

・最終氷期の日本列島・日本人はどこから来たのか 

・なぜ農業発祥の地が肥沃な三日月地帯なのか 

・動物はいつから家畜化したのか 

・ノアの洪水は実話か 

・後漢の滅亡と倭国大乱 

・世界初のペストの大流行 

・フランス革命はなぜ 1789 年に起きたのか 

■わたしの感想は、いかに気候のことを知らなかったのか、いや無関心だったのかということ。 

1万 1700年前頃、最後の氷期が終わり温暖な気候に転じても、気候が寒冷化する時代が 5回から 6回あったこと

や、それを乗り越えることで近代的知性がうまれたことを初めて知った。まさに「艱難汝を玉にす」 

そして「ああ我、浅学菲才なり」                                  （狛） 

 

  

月刊ブックレビュー 
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6月度の会員異動 

6月30日現在  会員数160名 

 

月例会がweb会議で開催されました 

日 時：6月30日（金）19：30～20：30 

場 所：ZOOM 利用のリモートミーティング 

出席者：理事13名、監事1名、会員3名 計17名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

 

会費納入のお願い 

令和 5年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000円、郵送会員 4,000円  

納入期日：令和 5年 2月末日。 

■振込先 横浜銀行 戸塚支店（359）  口座番号：普通預金 6174917 

 名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

    （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行のATM か

ら振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

※【お願い】全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡下さい。 

メール：amelieamelie92@gmail.com 
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掲 示 板 

編集後記 

まだ梅雨の内らしいのですが、

この暑さは、梅雨明けです。 

個人的に梅雨明けを宣言しま

す。やっぱりアイスキャンデー

がさっぱりしていていいですね

（かじうら） 

真鶴半島で磯の生物観察会に

子供達と参加しました。森林

が好きですが、磯場も見所が

色々あって楽しかったです。

(松山) 
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